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年利、％

2017/4　①6.25％　②6.53％　③6.96％

（月末値）

為替レート

40

50

60

70

80

90

100

110

120

2013年 2014 2015 2016 2017

80

90

100

110

120

130

140

150

160
①対ドル（左目盛） ②対円（左目盛） ③ドル円（右目盛）

ルピー

①64.5ﾙﾋﾟｰ/ﾄﾞﾙ

②58.6ﾙﾋﾟｰ/百円

③110.0円/ﾄﾞﾙ

（月中平均値）

円

2017/4

ムンバイ指数（株価）

18

20

22

24

26

28

30

32

2013年 2014 2015 2016 2017

千ポイント

2017/4　29,696ポイント

（月中平均値）

実質ＧＤＰ成長率

0

2

4

6

8

10

2013年 2014 2015 2016 2017

前年比、％

2016/10-12　+7.0％

OECD景気先行指数

98.0

98.5

99.0

99.5

100.0

100.5

101.0

101.5

2013年 2014 2015 2016 2017

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5
①指数（左目盛）

②対６か月前比（右目盛）

季調済
長期平均=100

2017/2　①99.4　②-0.9％

％

不動産賃料

0

50

100

150

200

250

300

350

2013年 2014 2015 2016 2017

ルピー

2017/1-3　225ルピー（≒3.4ドル）

（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2017 年５月号（Ｎｏ．８９） 

インド景気は回復基調にある。まず、３月のコア産業生産指数は前年比+５．０％と前月の伸び（同+１．０％）を

大きく上回った。また、４月の製造業ＰＭＩは５２．５（前月も５２．５）と４か月連続で中立水準の５０を上回り、製造

業の景況感も足元で堅調に推移している。内需をみると、３月の新車販売台数は前年比+１０．０％と前月の伸び

（同+９．０％）を上回った。外需についても、同月の輸出が前年比+２７．６％（前月は同+１７．５％）と５年半ぶりの

高い伸びを記録した。もっとも、２月の海外からの直接投資純流入額は２０１５年６月以来の低水準となった。 

【今月のトピック：４月から酒類の販売規制が強化】 ２０１５年のインドの交通事故による死亡者は１４．６万人、前年比

４．６％増となった。交通事故の一因である飲酒運転を防止するため、本年４月から国道ハイウェイの５００メートル以内

の地域での酒類販売を禁止する措置が導入された。この規制は、酒販店だけでなく、レストランやバーも対象となる。こ

のため、観光関連産業に悪影響が発生することが懸念されている。歳入に占める酒税の比重の大きい地方政府のな

かには、道路の行政上の区分を見直すことにより規制の影響を軽減しようとする動きも出ている。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2017 年５月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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